





























































略をとると言われている(Berry, Willingham, & Thayer, 2000)。実際の国際紛争や国家間の戦争開
始や回避についても，政治的指導者の心理的特性が反映されるとの指摘がある(Winter, 2007)。
また個人的な性格の違いだけではなく，状況によっても葛藤解決方略は異なる。相手が支配的
な態度をとることによって，個人のとるべき行動は変わってくる(Lochman, Wayland, & White,





























1 ～ 3 年生用の国語教科書から 4 作品を選出した。選出の規準は以下の 3 点である。第 1に，




















































表 1は，以上 4 作品の位置づけを示したものである。質問紙には教科書に掲載されている作
品のままを載せるようにした。但しあまりにも長い場合には，話の流れを損なわない程度に縮
小して提示した。併せて作品内の登場人物の葛藤解決行動への評価と自分自身の行動について，


























65%を女性教諭が占めている(文部科学省, 2014, p.60-61, p.114-115)。保育所では約 97%(正規の職
員・従業者)を女性保育士が占めている(総理府統計局編, 2013)。中国では，幼児園で 96ｻ7%を，
小学校では 58ｻ6%を女性教師が占めている(台湾教育部, 2015)。台湾では，幼児園で 98ｻ68%が
女性の教師，99ｻ35%が女性の教保員，小学校では 70ｻ50%を女性教師が占めている(台湾教育



























意に多かった(χ2＝42ｻ42, df=3, N=272, p<ｻ001)。なお台湾では肯定的評価と否定的評価が同程度
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表 2 回答者の属性 人( )内は %

















合計 21( 6ｻ14) 321(93ｻ86) 342(100ｻ00)

























































合計 13(4ｻ08) 127(39ｻ81) 82(25ｻ71) 63(19ｻ75) 30( 9ｻ40) 4(1ｻ25) 319(100ｻ00)
欠損値： 2 人
であるが，同じ中華圏の中国と比べても有意差は見られなかった(χ2＝1ｻ89, df=1, N=106, n.s.)。




















第 2に，中国や台湾では「①危なっかしい」という回答が約 40%で両国内ではともに第 1
位を占めた。①の選択肢と，それ以外の項目に分けて 4ヶ国・地域間でχ2検定を行ったとこ















































































られた。韓国以外の国が「信用」行動に 10% 程度もしくは 10% 未満しか肯定的に評価してい
ないのに対して，韓国では 26ｻ26%の人が肯定的に評価した。そして「③純粋で無邪気」の評














とも第 1 位を占めていた。選択肢①と，それ以外の選択肢(②＋③＋④＋⑤)の 2つに分類して，
4ヶ国・地域間でχ2検定を行ったところ有意差が見られ(χ2＝22ｻ33, df=3, N=309, p<ｻ001)，中
国は 4ヶ国・地域で「①山羊の行動は当然」という回答が最も多かった。
第 2 に，中国と台湾との間でχ2検定を行ったところ，両国間に有意差は見られなかった
(χ2＝2ｻ25, df=1, N=109, n.s.)。中国でも台湾でも強者を助けなかった弱者の行動は当然だと評価
する傾向が強いと思われる。一方，日本と韓国では，約 30%の人が，強者が弱い立場になっ
た時に助けなかった弱者の行動を「冷たい」と評価しており，その傾向は台湾と比べても有意
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合計 207(66ｻ99) 64(20ｻ71) 11(3ｻ56) 10( 3ｻ24) 17(5ｻ50) 309(100ｻ00)
欠損値：12人




















行ったところ，日本と台湾との間には有意差は見られなかったが(χ2＝2ｻ41, df=1, N=151, n.s.)，
日本と韓国，日本と中国との間にはそれぞれ有意差が見られた(日韓：χ2＝11ｻ33, df=1, N=190,
p<ｻ01；日中：χ2＝14ｻ17, df=1, N=156, p<ｻ01)。なお，中国と台湾，台湾と韓国，それぞれの間に


































































































合計 186(58ｻ13) 134(41ｻ88) 320(100ｻ00)
欠損値： 1 人
χ2＝31ｻ57, df=3, N=320, p<ｻ001












































合計 58(31ｻ18) 38(20ｻ43) 20(10ｻ75) 63(33ｻ87) 7(3ｻ76) 186(100ｻ00)
欠損値： 0 人






















































る人は，「④恐怖心の方が強いから」を 50% 以上が選択していた(表 9 )。
第 2に，中国では，子ねずみのずるさといったように否定的な評価をした人が多かったが，
80% 以上が子ねずみと同じ行動をとると述べた(表 7 )。その理由として「④ねこが良い人だと
勘違いするから」との回答が 50%あった(表 8 )。一方，子ねずみとは異なる行動をとる人は，
























































合計 185(58ｻ54) 131(41ｻ46) 316(100ｻ00)
欠損値： 5 人
χ2＝0ｻ19, df=3, N=316, n.s.







































合計 71(39ｻ01) 21(11ｻ54) 79(43ｻ41) 11( 6ｻ04) 182(100ｻ00)
欠損値： 3 人








































































かったが(日中：χ2＝17ｻ32, df=1, N=155, p<ｻ01; 日台：χ2＝7ｻ73, df=1, N=151, p<ｻ7ｻ73)，韓国との間








































合計 221(70ｻ16) 94(29ｻ84) 315(100ｻ00)
欠損値： 6 人
χ2＝22ｻ32, df=3, N=315, p<ｻ001










































合計 32(16ｻ67) 110(57ｻ29) 29(15ｻ10) 14( 7ｻ29) 7(3ｻ65) 192(100ｻ00)
欠損値：29人








































合計 12(14ｻ12) 37(43ｻ53) 31(36ｻ47) 5( 5ｻ88) 85(100ｻ00)
欠損値： 9 人





































































合計 66(20ｻ82) 251(79ｻ18) 317(100ｻ00)
欠損値： 4 人
χ2＝4ｻ69, df=3, N=317, n.s.

















































合計 29(42ｻ03) 15(21ｻ74) 3(4ｻ35) 18(26ｻ09) 4(5ｻ80) 69(100ｻ00)
欠損値： 3 人
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